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選
挙
が
人
気

投
票
化
し
、
有

権
者
の
個
人
的

業
界
の
エ
ゴ
が

国
政
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
挙
は
個
人
誹
謗
ば
か
り
の

下
品
さ
で
、
マ
ス
コ
ミ
の
餌

食
に
な
っ
た
。

　

目
く
そ
鼻
く
そ
で
白
け
き

っ
た
応
酬
に
隠
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
国
民

の
不
満
に
迎
合
す
る
政
策
論

に
は
重
大
な
危
険
性
が
潜
ん

で
い
る
。「
強
い
ア
メ
リ
カ

の
誇
り
を
奪
還
し
よ
う
。
ア

メ
リ
カ
を
蝕
む
外
国
人
を
排

除
し
よ
う
」
と
い
う
主
張
は

そ
の
言
辞
の
一
言
一
句
ま
で

が
ヒ
ト
ラ
ー
の
演
説
や
「
わ

が
闘
争
」
の
記
述
に
そ
っ
く

り
で
あ
る
。

　

ナ
チ
は
壊
滅
し
た
が
、
大

惨
事
の
火
種
と
な
っ
た
不
満

と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
地
球
上

至
る
と
こ
ろ
で
健
在
だ
。

　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
原
爆
に

代
表
さ
れ
る
人
類
史
上
最
大

の
悲
劇
は
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ

ツ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
痛

撃
を
体
験
し
な
か
っ
た
他
の

大
国
に
も
飛
び
火
し
て
い

る
。
日
本
と
一
緒
に
平
和
と

反
差
別
を
歌
わ
ね
ば
な
ら
な

い
イ
ス
ラ
エ
ル
も
ド
イ
ツ
に

リ
ベ
ン
ジ
す
る
の
で
は
な

く
、
お
門
違
い
の
パ
レ
ス
チ

ナ
を
苛
め
て
い
る
。

　基軸・財政政策と社会
保障の行方⑦（鶴田廣巳
氏）は、11月25日付に掲
載します。

おことわり

か
強
診

吉
田
副
理
事
長
ら
訴
え

府
は
福
祉
医
療
改
悪
撤
廃
を

保
団
連　

全
国
歯
科
交
流
集
会

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
（
か
強
診
）
の
評
価
・
対
応
の
検
討

や
、
補
綴
を
守
り
歯
科
技
工
技
術
料
の
引
き
上
げ
の
た
め
、
保
団
連
全
国
歯
科
交
流
集
会

が
10
月
30
日
、
エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）
で
開
か
れ
、
全
国
42
協
会
か
ら
１

６
２
人
が
参
加
し
た
。
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
か
ら
は
、
小
澤
力
理
事
長
、
戸
井
逸
美

・
吉
田
裕
志
各
副
理
事
長
、
寺
嶋
洋
幸
・
兵
頭
正
道
・
杉
本
叡
各
理
事
、
玉
川
明
弘
社
保

研
究
部
員
の
ほ
か
、
事
務
局
３
人
が
参
加
し
た
。（
関
連
記
事
３
面
）

　

大
阪
府
の
福
祉
医
療
費
助
成
の
改
悪
計
画
を
止
め
る

た
め
、
協
会
は
請
願
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
小
澤

力
理
事
長
が
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

基
調
報
告
で
は
、
馬
場
淳

保
団
連
副
会
長
か
ら
国
民
を

取
り
巻
く
社
会
や
経
済
、
国

民
生
活
の
状
況
や
、
政
府
の

考
え
る
社
会
保
障
の
改
悪
の

方
向
な
ど
が
話
さ
れ
、
主
な

交
流
の
柱
と
し
て
、
か
強
診

へ
の
評
価
・
対
応
と
歯
科
技

工
問
題
の
２
点
が
提
起
さ
れ

た
。説

明
で
き
な
い

一
物
二
価

　

「
か
強
診
」
へ
の
対
応
で

は
、
大
阪
か
ら
吉
田
副
理
事

長
が
発
言
に
立
ち
、
①
患
者

の
立
場
に
立
っ
て
い
な
い
一

物
二
価
②
医
療
機
関
の
分
断

と
差
別
化
招
き
、
地
域
医
療

の
提
供
を
困
難
に
す
る
―
―

と
の
観
点
か
ら
「
か
強
診

は
、
手
直
し
で
は
無
く
、
白

紙
に
戻
し
て
抜
本
的
に
改
変

・
再
構
築
が
必
要
」
と
訴
え

た
。
ま
た
小
澤
理
事
長
は
、

「
本
来
で
あ
れ
ば
地
域
で
活

躍
す
る
歯
科
医
療
機
関
の
力

を
引
き
出
す
た
め
、
ど
ん
な

診
療
所
で
も
訪
問
歯
科
診
療

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意

味
で
か
強
診
は
、
阻
害
要
因

で
し
か
な
い
」
と
強
調
し

た
。

　

宇
佐
美
宏
保
団
連
歯
科
代

表
は
「
か
強
診
」
導
入
の
狙

い
を
問
わ
れ
、「
ド
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
改
定
の
裏
に
は
必

ず
狙
い
が
あ
る
」
と
し
て
、

格
差
に
よ
る
医
療
機
関
の
分

断
や
長
期
管
理
に
よ
る
補
綴

外
し
の
狙
い
に
つ
い
て
指
摘

し
た
。

歯
科
技
工
問
題

さ
ら
な
る
運
動
に

　

歯
科
技
工
問
題
で
は
戸
井

副
理
事
長
が
発
言
に
立
ち
、

「
歯
科
技
工
士
の
厳
し
い
状

況
や
歯
科
技
工
に
か
か
る
ル

ー
ル
作
り
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
既
に
共
通
認
識
に
な
り

つ
つ
あ
る
」
と
し
て
、
今

後
、
政
府
に
具
体
的
な
要
求

を
突
き
つ
け
て
い
く
た
め
に

会
内
の
意
見
を
ま
と
め
、
さ

ら
な
る
運
動
に
踏
み
出
す
必

要
性
を
訴
え
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
の
取
り
組
み
や
審

査
指
導
の
改
善
運
動
に
つ
い

て
交
流
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
①
国
民
が

安
心
し
て
歯
科
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
患
者
の
窓
口

負
担
の
大
幅
引
き
下
げ
②
歯

科
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大

③
技
工
士
が
適
正
な
技
術
料

を
受
け
取
れ
る
よ
う
な
制
度

保
障
の
確
立
④
衛
生
士
の
評

価
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る

―
―
こ
と
を
求
め
る
決
議
が

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
第
14
回
総

会
が
10
月
29
日
に
東
京
で
開

催
さ
れ
、
７
都
府
県
連
絡
会

ほ
か
39
人
が
出
席
し
た
。
大

阪
連
絡
会
か
ら
は
、
小
澤
力

理
事
長
、
戸
井
逸
美
副
理
事

長
と
事
務
局
が
出
席
し
た
。

　

代
表
世
話
人
の
雨
松
真
希

人
氏
（
歯
科
技
工
士
）
は
、

前
回
総
会
以
降
の
活
動
と
今

後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
報

告
し
、
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
の
請
願
署
名
を
約
30
万
筆

集
め
た
こ
と
に
ふ
れ
、
来
年

２
月
頃
か
ら
新
た
に
同
署
名

に
取
り
組
み
50
万
筆
の
目
標

を
掲
げ
た
。
複
数
の
連
絡
会

結
成
を
目
指
し
、
活
発
な
連

絡
会
活
動
を
展
開
し
て
い
こ

う
と
提
案
し
た
。

　

大
阪
連
絡
会
か
ら
、
戸
井

副
理
事
長
が
「
年
２
回
の
市

民
講
座
は
毎
回
好
評
で
、
そ

の
内
容
を
パ
ン
フ
に
お
さ
め

た
も
の
は
通
算
６
万
部
超
を

発
行
し
た
。
今
後
も
歯
科
医

院
が
市
民
の
健
康
の
発
信
地

と
な
る
よ
う
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
報
告
し
た
。

　

全
国
連
絡
会
は
、
来
年
６

月
と
10
月
頃
の
２
回
に
わ
た

っ
て
大
規
模
な
集
会
を
も
つ

こ
と
を
確
認
し
、
代
表
世
話

人
に
雨
松
真
希
人
氏
を
選
出

し
た
。

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
大
き

な
問
題
で
す
。

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を

抜
本
的
に
拡
充
し
、
生
活
が

苦
し
い
府
民
を
守
る
防
波
堤

の
役
割
が
今
こ
そ
大
阪
府
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

協
会
は
、
福
祉
医
療
利
用

者
に
対
す
る
大
幅
な
窓
口
負

担
増
を
止
め
る
た
め
、
請
願

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
会
員
一
人
ひ
と
り
の
声

を
結
集
し
、
大
阪
府
に
計
画

の
撤
廃
を
迫
り
ま
す
。
署
名

へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

乗
せ
助
成
を
実
施
し
て
い
る

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
自
治

体
独
自
の
助
成
制
度
が
後
退

す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
対
象
者
に
多
大
な
影
響

を
与
え
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

当
事
者
に
十
分
な
説
明
も
な

え
る
こ
と
に
な
り
、
受
診
抑

制
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
大
阪

経
済
の
低
迷
や
国
に
よ
る
患

者
負
担
の
引
き
上
げ
に
苦
し

む
府
民
に
さ
ら
に
追
い
打
ち

を
か
け
る
も
の
で
す
。
そ
の

上
、
府
下
の
全
自
治
体
が
上

の
通
院
に
お
け
る
負
担
が
、

最
大
２
倍
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
月
額
上
限
も
引
き
上
げ

ら
れ
、
１
医
療
機
関
あ
た
り

１
０
０
０
円
の
上
限
は
撤
廃

さ
れ
ま
す
。
毎
回
の
受
診
で

５
０
０
円
の
支
払
い
が
必
要

に
つ
き
５
０
０
円
以
内
の
患

者
負
担
で
医
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
見
直
し
案

で
は
新
た
に
調
剤
薬
局
で
も

患
者
負
担
（
上
限
５
０
０

円
）
が
必
要
に
な
り
、
１
回

　

子
ど
も
や
障
が
い
者
な
ど

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
で
、

大
阪
府
が
患
者
負
担
の
引
き

上
げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
で
は
、
１
回
の
通
院

と
な
り
、
新
た
に
定
め
ら
れ

る
月
額
上
限
を
超
え
た
分

は
、
申
請
し
な
け
れ
ば
払
い

戻
し
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
対
象
範
囲
も
見

直
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
助
成

対
象
だ
っ
た
65
歳
以
上
で
精

神
１
級
以
外
の
精
神
通
院
患

者
・
障
が
い
年
金
１
級
以
外

の
難
病
患
者
な
ど
が
対
象
か

ら
外
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
受
診
が
必
要
な

人
ほ
ど
負
担
が
何
倍
に
も
増

保険で良い歯科医療を実現
全国連絡会　第14回総会開く

小　澤
理事長

署
名
呼
び
か
け 「か強診」の評価・対応や、歯科技工技術料

の引き上げ等について活発な議論が行われた
＝10月30日、東京　　　　　　　　　　　　

クイズチラシを今号同封

署名を今号同封

　

今
号
に
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
10
枚
を
封
入
す
る
。

追
加
で
必
要
な
場
合
は
、
協
会
事
務
局（
06
―

６
５
６
８
―
７
７
３
１
）
ま
で
。

大阪連絡会の活動を報告
する戸井副理事長　　　
＝10月29日、東京　　　

白紙に戻し、再構築を


